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卓
の
上　

土
産
の
土つ

く
し筆　

こ
ぼ
れ
を
り

初
曾
孫　

未み

ず
夫ふ

の
分
も　

と
抱
き
し
め

記
念
写
真　

そ
の
風
景
の　

音
が
す
る

希
望
み
た　

野
党
共
闘　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン

何
に
な
る　

人
を
ま
き
こ
み　

自
爆
す
る

雨
雲
や　

玉た
ま
ね
ぎ葱
引
き
を　

急
ぐ
友

認
知
症　

脳
の
リ
ハ
ビ
リ　

８
０
０
字

居
酒
屋
で　

昔
し
話
し
に　

カ
ン
パ
ー
イ

カ
メ
虫
が　

我
家
訪
問　

カ
ネ
虫
こ
～
い

活
気
あ
る　

笑
顔
ひ
ろ
が
る　

道
の
駅

青
汁
を　

飲
み
て
気
休
め　

に
も
な
り
し

我わ
が

息
子　

叙
勲
披
露　

招
か
れ
て

老
い
の
日
　々

介
護
疲
れ
で　

夢
の
旅

今
年
、
ま
た　

元
氣
を
貰
う　

春
一
番

和
紙
作
り　

初
体
験
に　

感
動
し

日
暮
れ
て　

道
遠
し
か
な　

極
楽
浄
土

友
逝
く
や　

新
聞
一い

ち
ぎ
ょ
う行　

春
嵐

皺し
わ

の
手
は　

日
々
の
苦
労
か　

恋
い
女
房

若
鮎
の　

ひ
か
り
跳
び
舞
う　

上
り
簗や

な

植
込
み
に　

山や
ま
が
ら雀
鳴
い
て　

見
え
隠
れ

畦あ
ぜ

走
る　

田
掻か

き
の
母
を　

稚ち

ご児
待
ち
て

繰
り
返
す　

三さ
ん
か
ん
し
お
ん

寒
四
温　

春
未ま

だ

？

写
真
捨
て　

す
べ
て
心
の　

ア
ル
バ
ム
に

枝
に
咲
き　

落
ち
て
地
面
に　

咲
く
つ
ば
き

梅
雨
空
に　

ほ
の
か
に
漂
う　

夏
景
色

同
窓
会　

三
人
寄
れ
ば　

孫
自じ

ま
ん

大
掃
除　

シ
ョ
パ
ン
「
小
犬
」
を　

伴
っ
て

ビ
ラ
デ
ス
ト　

つ
な
げ
て
み
た
い　

栗
園
に

北き
た
み
な
み南　

新
幹
線
で　

つ
な
が
っ
た

一
年
後　

嫌
な
増
税　

ま
い
っ
た
な

入
梅
や　

紫
陽
花
ひ
と
り　

微
笑
み
ぬ

野
も
山
も　

緑
り
ょ
く
し
ょ
く色
増
す　

初
夏
の
朝

桜
愛め

で　

次
は
藤
か
な　

紫
陽
花
か

春
や
で
と　

ツ
ク
シ
顔
出
し　

笑
っ
て
い
る

カ
キ
ツ
バ
タ　

平
だ
い
ら
い
け池
水
面
に　

咲さ
き

乱
れ
る

春
を
追
い　

ウ
グ
イ
ス
鳴
き
音ね

の　

進
歩
か
な

水
無
月
に　

想
い
出
す
は　

今
亡
き
父お

や母

他ひ

と人
ご
と
と　

思
え
ぬ
ニ
ュ
ー
ス　

明
日
は
我わ

れ

子
供
の
日　

子こ

ら等
の
声
せ
ず　

耳し

だ朶
の
み
に

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

北
川
美
佐
子
（
安
・
西
万
木
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

林　
　
吉
輝
（
新
・
深
溝
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

平
井　
ち
く
（
朽
木
・
大
野
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

大
久
保
絹
子
（
マ
・
西
浜
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

山
本
喜
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治
（
安
・
長
尾
）
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治
（
新
・
太
田
）
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子
（
今
・
南
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保
）
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津
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（
安
・
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（
高
・
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）

山
本
美
智
子
（
マ
・
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）
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（
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・
西
浜
）
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岡
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（
マ
・
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（
高
・
武
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横
山
）

日
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に
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今
井
紀
美
子
（
今
・
今
津
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

上
原　
秀
雄
（
新
・
深
溝
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）
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友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

森
本　
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枝
（
今
・
梅
原
）

畠
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美
智
子
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朽
・
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）

清
水　
　
茂
（
今
・
深
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水
）
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澤　
芳
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今
・
松
陽
台
）
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城　
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（
新
・
太
田
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

斉
藤　
光
江
（
安
・
今
在
家
）

宮
本
正
太
郎
（
今
・
上
弘
部
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

河
野
弥
寿
男
（
高
・
鵜
川
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）
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津　
満
子
（
マ
・
山
中
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）
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医
療
の
質
を
、
第
三
者
機
関
が
評
価
！

「
病
院
機
能
評
価
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

　

当
院
は
、
医
療
の
質
の
改
善
と
発
展
の

た
め
、（
財
）
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

が
実
施
す
る
「
病
院
機
能
評
価
（3rdG

：

Ver1.1

）」
を
受
審
し
、
３
月
４
日
に
認
定

を
受
け
ま
し
た
。

　
医
療
機
関
が
、
多
様
化
す
る
地
域
や
患
者

様
の
要
望
に
適
切
に
応
え
る
た
め
に
は
、
明

確
な
理
念
の
設
定
、
院
内
組
織
の
整
備
、
医

療
の
質
に
つ
い
て
、
常
に
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
ら
の
位
置
付
け
を

客
観
的
に
知
る
た
め
に
も
第
三
者
に
よ
る
評

価
を
受
け
る
こ
と
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
病
院
機
能
評
価
事
業
に

お
け
る
書
面
審
査
お
よ
び
訪
問
審
査
を
昨
年

11
月
に
受
審
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
機
構

の
定
め
る
認
定
基
準
を
達
成
し
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
認
定
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
審
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
定
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
今
後
と
も
医
療

の
質
の
向
上
を
図
り
、
皆
さ
ん
の
信
頼
と
期

待
に
応
え
ら
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

か　　かかりつけ病院とは？
　　　かかりつけ医と連携した診
療も行い、患者さんの身近にあり、
時間外・救急受診時にも頼ること
のできる病院のことです。

　　　どうしてかかりつけ病院を
決めておかなければいけないの？
　　　患者さんのかかりつけ医か
らの診療情報や過去の受診記録・
データは、時間外・救急受診時に
対応する医師の緊急判断を、より
確かなものにするのに大いに役立
つからです。

　当院は、市民の皆さんが安心し
て暮らせるよう「かかりつけ病院」
として診療を行っています。

な
る
ほ
ど
！

【外科医師（外科部長）】
　前任の森友彦外科部長が京都
市立病院へ異動され、４月から
新たに外科部長として着任され
ました。
　　　　　消化管外科
　　　（特に胃がん・大腸がん）
　　　　　京都大学医学研究科
大学院を卒業後、３年間のアメ
リカ留学を経て杉田玄白記念公
立小浜病院、京都市立病院で外
科医長を歴任し現在に至る。

従来の外科手術はもちろんですが、体に負担が少ない
内視鏡手術も得意としています。患者さんが地元で安
心して治療が受けられるようサポートいたします。

伊藤  鉄夫中川  正秀

新任医師のご紹介

専門分野

【整形外科医師】
　前任の三宅孝宏医師が、（財）
田附興風会医学研究所北野病院
へ異動され、４月から後任とし
て着任されました。
　　　　　整形外科全般
　　　　　奈良県立医科大学医
学部を卒業後、京都大学整形外
科（研修医）を経て、兵庫県立
尼崎総合医療センターで医師と
して勤務、現在に至る。

専門分野
経　歴

経　歴

急性期の骨折や、変形性股関節症・腰椎症といった慢
性疾患まで、手術を含め広く対応していきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

NEW!!

Ｑ１

Ｑ２

Ａ１

Ａ２

万一の時間外・救急受診に備え

「かかりつけ病院」
を決めましょう


